
専攻  管理栄養士 

 

所感 

ティーチングポートフォリオを作成して、授業を総合的にみると授業を改善していくためにまだたくさんの改善が

必要なことが分かった。学生の学びが積極的で実りあるものになるようこれからも考えて改善していきたい。 
氏名 石川桂子 

家政学部家政学科の教育目標は、本学の教育目標と教育方針の下、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社会的に自立して生きていく上で必要

な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般的知識・技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa 型学力を統合的に身に付け、

社会に出てからは、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成する

ことである。 

イ 家政学専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによって、人々の日常生活を衣・食・

住の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ロ 管理栄養士専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、管理栄養士の資格を生かして、チーム医療、健康増進・疾病予防、食育・栄養指導又は健康をテーマ

にした食品の研究・開発等で活躍することによって、人々の日常生活を健康の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ハ こどもの生活専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の資格を生かして、こどもたちの学力および社会性・社会力の基

礎・基本を育てることによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成することである。 

１ 教育の責任 

私は家政学部管理栄養士専攻の教員として2021年3月の時点

で 5年間教鞭を振るってきた。その中で、2020年度はオムニ

バス科目を含めて合計 14科目と管理栄養士特訓講座、4年生

指導教授、なるには講座を担当した。右の一覧表のうち、必

修科目は、管理栄養士として欠くことのできない基本的な科

目であり、栄養教諭を目指す上で必須となる教科も教職教養

の土台の上に位置付けられる科目である。 

その他）管理栄養士への道、基礎キャリア教育、栄養実習事

前事後演習、地域栄養教育論、地域栄養食育政策論実習、卒

業研究、アウトリーチ 

科目名 専攻 開講期 受講者数 備考 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

管理栄養士 2年前期 

2年後期 

48人 

43人 

必修 

学校栄養指導論Ⅰ 

学校栄養指導論Ⅱ 

管理栄養士 3年前期 

3年後期 

6人 

5人 

選択 栄養教諭必修 

実習指導 管理栄養士 4年前期 10人 選択 栄養教諭必修 

教職実践演習 管理栄養士 4年後期 10人 選択 栄養教諭必修 

オムニバス 

管理栄養士特論 管理栄養士 3年後期、4年前後期 71人 選択 

その他 7科目 
 

２ 教育の理念と目的 

私が担当する科目は実務的なものが中心で、人々の日常生活を健康の面から支援し、「食」の専門家として食育と食環境を整えることに直結する。そこで、学修し

た知識を管理栄養士として、あるいは栄養教諭としてどのように考え、活用していくかを学生に考えさせ、卒業して管理栄養士、栄養教諭として職務についた時を

想定した学びにしたいと考えている。したがってこれらの科目を担当する教師としては、知識を教授しながらも実務経験に基づいた場面で管理栄養士、栄養教諭と

してどう考えるかを学生が自ら考えることのできる学びの場を提供することと考えている。個人で考えたり、グループで討論したりしながら、管理栄養士、栄養教

諭として自分自身が何を目指して職務につくのかを問い直す機会としていきたい。 

３ 教育方法 

①グループ meetと全体 meetを作成し、授業にはできるだけグループ討議を取り入れ、管理栄養士としてあるいは栄養教諭としてどう考えるかを話し合う内容を

取り入れた。（添付資料１）②できるだけ、学生の常識とは違うトピックスを取り入れ、学生に新しい視点をもたせようと工夫している（添付資料２）。③学校栄養

指導論Ⅰ、Ⅱでは、学生に授業を進めさせるなど、栄養教育実習や栄養教諭として社会に出た時に困らないようなスキルを身につけさせたいと考えている。④PCR

シートは社会人基礎力を図る予習復習等はもちろん、授業内容がすべて記入してある。このことにより授業スピードが速くなり、管理栄養士国家試験問題や栄養教

諭採用試験問題を活用して知識の定着を計ることが授業時間内にできるようになった。（添付資料３）⑤講義用のパワーポイントを説明付きでビデオ保存し、オン

デマンドで視聴できるようにした。⑥Google classroomを活用していつでも質問を受けられるようにした。 

４ 授業改善の活動 

授業評価アンケートを活用し、授業改善を行っている。また、授業観察の機会をいただいているので、積極的に活用し、学びとしている。また、定期試験結果を過

去の成績と比較し、反省とするとともに、学生に示し、社会人基礎力を活用した勉強方法について改めて示している。（添付資料４） 

また、私は日本栄養士会に所属し、「子どもの食事指導支援プログラム」ワーキング委員を務めたり、全国栄養士大会の示説発表をしたりして日本栄養士会活動に

参加し、最新の学校給食や食育に関する情報を得るようにしている。 

５ 学生の授業評価 

学生の授業評価を受講人数の比較的多い給食経営管理論Ⅱで 2019 年度と 2020 年度を比較する。2019 年度の給食経営管理論Ⅱでは、シラバスの活用や授業外で

の学習、学生自身の自己評価が弱かった。このことから、実際の現場で起きたことなどをエピソードとして挙げ、その問題を解決するための方法を考えさせる授業

展開を 2020年度では心がけて授業を行った。その結果、質問 1～質問 8では変化はなかったが、PCRシートの活用やシラバスの活用、授業外での学修（質問 9～

質問 13）で「5強く該当する」を選択した学生が増えた。また、総合的に有意義だったかを聞いた質問 17でも 3.9から 4.36と「5強く該当する」を選択した学生

が増えた。この結果を踏まえ、今後も管理栄養士あるいは栄養教諭の立場でどう考えていくかという実務に則し、親しみやすい授業内容としていく。 

 
 質問１  質問 2  質問 3  質問 4  質問 5  質問 6  質問 7  質問 8  質問 9  質問 10  質問 11  質問 12  質問 13  質問 14  質問 15  質問 16  質問 17  質 問

17 

2019 4.6 4.4 4.4 4.4 4.3 4.3 4.3 3.5 4.0 3.7 3.6 3.8 3.9 3.2 3.3 3.6 3.9 課題発

見力 

2020 4.58 4.44 4.44 4.44 4.44 4.47 4.31 4.47 4.56 4.42 4.47 4.36 4.50 34.58 46.25 4.22 4.36 働きか

け力 
 

６ 学生の学修成果 

授業アンケートでは学生の満足度は低くなかったが、学修の成果としては、2019年度よりも低下した。2020年度を 2019年度と比較すると C評価が 24％から 36％、

B評価が 24％から 33％と C,B評価が増加した。一方で、A評価 41％から 21％、S評価 11％から 5％と A,S評価が減少し、2020年度では再履修者も５％あった。

1回の授業の復習として管理栄養士国家試験問題を提示してきたが、もっと丁寧に時間を取って解説することが必要だった。また、国家試験問題とは別に記憶する

ような授業外学修をさせる必要があった。来年度は、これらを反省点として授業を改善していく。 

７ 授業科目に関連した教材開発 

PCR シートに授業内容をすべて記した。これは、授業内容を筆記することが苦手な学生に対応したものであったが、このことで授業時間に余裕が生まれ、知識の

定着やグループ討議に活用した。また、授業のまとめプリントを作成し、特に国家試験問題として取り上げられている部分について重点的に解説した。 

８ 指導力向上のための取り組み 



愛知学泉大学ティーチングポートフォリオ 2020 

愛知学泉大学家政学部が主催する FD 研修会に参加し、教育改善の方策のヒントを得ている。また、授業観察にも参加し、目指すべき授業の方向について学んで

いる。 

９ 今後の目標 

授業の要点を穴埋めの問題として提示し、これを記憶させるような授業を考えていく。管理栄養士や栄養教諭の視点で様々な問題をどう解決するかというグループ

討議は今後も続けていく。 

10 添付資料 

添付資料１「シラバス」 添付資料２「授業スライド」 添付資料３「PCRシート及び授業プリント」 添付資料４「授業アンケート」  


